
「蝉の抜け殻の健康効果は？」

蝉（セミ）の抜け殻（空蝉(うつせみ)）
の主成分は、エビやカニの殻と
同様にキチンであるが、他にも
蝉ならではの微量成分が存在し
ている。

薬効として現れるのは、それら
の総和としての相乗効果である。

フライパンで炒った後は、ミルや
すり鉢などで粉にして、ご飯に振
りかけて食べたり、お茶に混ぜ
たり、保湿クリームに混ぜたりな
ど、色々な使い方ができる。

抗炎症作用
TNF-α、IFN-γ、
IL-6の産生抑制

抗アレルギー作用
肥満細胞からのヒスタ
ミン遊離抑制、IL-2や
IL-5のバランス調整

その他、腸内細菌叢の改善、整腸、免疫力増強、血糖値上昇抑制、
血中脂質上昇抑制、抗肥満、腎機能改善、抗酸化、抗がん、抗老化

（追記）

蝉の抜け殻を見つけたら食べてしまおう
<作成：stnv基礎医学研究室>ただし、念のために加熱してから…

（原写真の出典：「クリママ！」
　　https://cremama.com/）

C.アトラタメタノール抽出物(MECA)

非常に多彩な健康効果

（原図の出典：Pharmacognosy 
Magazine, April-June 2014, Vol 
10, Issue 38 (Supplement 2) ）

スジアカクマゼミの抜け殻のメタノール抽出物 (MECA) の抗炎症作用


